
◆小シンポジウムＡ「19 世紀前半の西半球秩序」の趣旨説明 

 

 西半球世界の秩序をどのように構築するのか、この問いは現在に至るまで重要性を失わない大

きなテーマであり続けています。そこには、南北アメリカ世界の共通性とは何か、という理念的課題

だけではなく、各国がお互いにどのような軍事・外交・経済的関係を構築するのか、という現実の制

度構築の諸問題も含まれます。また、域外の国家や勢力との関係構築という対外的な問題も無視

することができません。 

 今回のシンポジウムでは、そうした秩序構築の諸相について、19 世紀前半に絞って具体的に検

討することを目指します。この時期にはすでに独立していたアメリカ合衆国に加えて、中南米カリブ

地域に続々と独立国が誕生していきますが、そうした国家群は旧宗主国をはじめとするヨーロッパ

諸勢力との関係だけではなく、新興国同士、あるいは残存する植民地との関係を新たに構築する

必要に迫られました。いっぽうで、ヨーロッパ諸国の側にとっては、南北アメリカの新興国や残され

た植民地との関係構築は、旧来のヨーロッパの域内秩序を越えたより広い国際秩序の形成という

大きな課題をも含むものでした。簡潔に言うならば、19 世紀前半という時代は、一度崩壊した旧来

の国際秩序を、全く新しい条件下で構築しなおしていくという、大きな挑戦の時代であったと言えま

す。 

 しかしながら、この時期の秩序は、具体的な個別の交渉を積み重ねる過程で、幾多の変更を被り

ながら、おぼろげな全体として次第に析出していくものであり、各国の事情や思惑、その時々の具

体的な状況によって大きく左右されるものでした。したがって、19 世紀後半以降に顕著になる「汎

アメリカ主義」のような全体的な理念に基づいて構想されたものでは必ずしもありませんし、ひとつ

の国の立場のみを検討するだけでは不十分です。 

 以上のような理解にもとづくならば、西半球秩序の理解をより豊かにしていくためには、対象とす

る地域や国の異なる研究者が集い、それぞれの具体的状況についての情報交換をおこない、共

同で討議することがどうしても必要になります。本シンポジウムはそうした必要性を認識して企画さ

れたものであり、アメリカ合衆国、ハイチ、スペインという互いに異なる地域の研究者に報告してい

ただき、旧スペイン領アメリカ側からコメントを交えながら、秩序構築の過程を複眼的に理解する枠

組みを模索していく所存です。もとより、理解を深めるためには、報告以外の地域の事情をより広く

知ること、さらにはそれぞれの国についても多面的に考察することが不可欠ですから、報告者・コメ

ンテーターにとどまらないより開かれた議論が必要です。活発な議論が交わされるよう、さまざまな

分野の研究者に幅広くご参加いただくことを心から願っております。 

 

                                     （運営委員会 担当： 伏見岳志） 

 


